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《業 種 別 総 括 》 

                          令和 7年 6月 

〔漁 業〕 

・ 6月の漁獲量は､前年を10,464㌧下回り､漁獲金額は前年を4億4,900万円下回った｡漁獲量では､

定置網､イワシ漁が前年比大幅な減少､タコ､キンキ漁､昆布も減少している｡カレイ､オオズワイ

ガニ漁は増加している｡漁獲金額では､定置網､タコ､ナマコ漁､昆布が減少し､カレイ､ツブ､ウニ､

オオズワイガニ漁が増加している｡広尾地区ではイワシの水揚げが無く､前年比9,487㌧､4億3,100

万円の減少となり､総体の水揚量､漁獲額の減少要因となっている｡ 

 ※エビ籠､カニ漁は､ほとんどがオオズワイガニの漁獲となっている｡ 

〔農業・軽種馬生産業〕 

・ 阪神競馬場で15日行われたＧ1の第66回宝塚記念(芝2200㍍)で､浦河町西舎の三嶋牧場が生産し

たメイショウタバル(牡4歳)がＧ1初制覇を果たした｡メイショウタバルは17頭中7番人気で出走｡

武豊騎手の騎乗で序盤から先頭に立ち､直線で後続を突き放して2着に3馬身差で完勝した｡重賞

3勝目｡  

〔建 設〕 

・ 町発注工事(新ひだか～広尾地区)の6月中発注額は11億5,000万円で､前年を13億7,400万円下回 

った｡ 

・ 日高管内における国･道･町発注公共工事の6月中請負金額 (北海道建設業信用保証㈱の保証請

負金額)は53億1,800万円で前年を16億7,100万円上回った｡ 

・ 6月の建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は､5件で､前年を2件上回った。 

〔小売業・飲食業〕 

・ 十勝産食材で作るたい焼きが人気の｢たい焼き茶房丸山店｣(札幌市中央区)で13日､有機酪農な

どを展開する広尾町の鈴木牧場が開発した｢オーガニックミルクソフトクリーム｣が発売された｡  

〔観光・その他〕 

・ 新ひだか町神森の競走馬のふるさと日高案内所は2025年版｢牧場見学のルール＆マナー｣と｢牧

場地図｣を発行した｡冊子は同案内所で配布している｡ 

・ 日高振興局は､2002年に刊行した漫画冊子｢日高馬物語｣を電子書籍化して､ホームページで公開

を始めた｡馬産地日高がどう形成されたかを分かりやすく紹介している｡ 

〔雇 用〕 

・ 6月の浦河地区と全道の月間有効求人倍率は､浦河地区､全道ともに前年を上回った｡ 

〔総 括〕 

・ 建設業の月中請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証金額)は､前年を16億7,100万円上回り､

町発注工事は前年を13億7,400万円下回った｡漁業の漁獲量は､前年を10,464㌧下回り､漁獲金額

は､前年を4億4,900万円下回っている｡広尾地区のイワシ漁の水揚げが無く総体の水揚量､漁獲額

を押し下げている｡今年のコンブ漁は､長さ､実入りも良く増産が期待されている。飲食店は、夏

場になり夏祭りなどのイベント、観光客での売上増加に期待している。しかし､個人消費は物価

の高騰が家計を圧迫し､節約や買い控え等が強く見られ､一般企業の厳しい業況は続いている。7

月から本格的にコンプ漁が始まり、生育が順調で水揚量の増加に期待が持たれている｡北海道市

場のサラブレッドのセリも好調な状況で、ホッカイドウ競馬の発売額も順調に推移しており、

一次産業の活性化に期待が持たれる。 
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〔沿岸漁業〕カレイ､タコ､ウニ漁等｡〔沖合い漁業〕定置網､カニ､ナマコ､ツブ漁等｡ 

令和7年6月の総漁獲量2,057t･総漁獲額7億4,600万円(前年同月比10,464t減･4億4,900万円減)｡ 

  

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

定置網漁………  1,242ｔ ・ 171百万円 ( 前年同月比   981ｔ減  ・   69百万円減 ) 

カレイ漁………    185ｔ ・  22百万円 ( 前年同月比    130ｔ増  ・   10百万円増 ) 

タコ漁…………     80ｔ ・  56百万円 ( 前年同月比     10ｔ減  ・   28百万円減 ) 

ツブ漁…………    111ｔ ・ 41百万円 ( 前年同月比   18ｔ増 ・   13百万円増 ） 

ウニ漁…………       5ｔ ・  15百万円  ( 前年同月比     4ｔ増  ・   14百万円増 ) 

ナマコ漁………      13ｔ ・  27百万円  ( 前年同月比     4ｔ減  ・   28百万円減 ) 

エビ籠漁………   159ｔ ・ 122百万円 ( 前年同月比    82ｔ増  ・  102百万円増 ) 

キンキ漁………     9ｔ ・  10百万円 ( 前年同月比    21ｔ減  ・    2百万円増 ） 

カニ漁…………    33ｔ ・  19百万円 ( 前年同月比     5ｔ増  ・   12百万円増 ） 

イワシ漁………    59ｔ ・   5百万円 ( 前年同月比 9,488ｔ減  ・  426百万円減 ） 

昆 布…………    65ｔ ・ 188百万円 ( 前月同月比     28ｔ減  ・   37百万円減 ) 

その他………･･     96ｔ ・  70百万円 ( 前月同月比    171ｔ減  ・   14百万円減 ) 

※エビ籠・カニ漁は､ほとんどがオオズワイガニの漁獲となっている。 

 

北海道立総合研究機構さけます･内水面水試(恵庭)は23日､北海道内に今秋来遊するサケは前年 

実績比35.5％減の1,141万1千匹になるとの予測を明らかにした｡平成以降で最少だった2017年 

の来遊実績1,736万8千匹を大きく下回る｡来遊数は､沿岸と河川でとれた数の合計｡昨年の来遊 

数(1,769万6千匹)を踏まえ､主力の4年魚を中心にどれだけ戻ってくるかを推計した｡海区別で 

は､オホーツクが前年実績比35.0％減の776万6千匹､根室は51.9％減の150万4千匹､えりも以東 

(十勝･釧路管内など)は21.2％減の86万匹､日本海が28.7％減の84万9千匹｡えりも以西(胆振･日 

高管内など)のみ｢24年の3年魚が増えていた｣として､26.2％増の43万2千匹と予測した｡同日開 

かれた北海道連合海区漁業調整委員会で同水試は､道内全体が大幅減の予測となったことにつ 

いて､｢海水温が高いことや､サケ稚魚の好むエサが減っていることが大きい｣と指摘し､｢今後､ 

劇的に増えるということは考えにくい｣としている｡ 

 

 

（対象は新ひだか、浦河、様似、えりも、広尾の各地区）（「ｔ」はトンを表しています） 
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〔軽種馬生産業・農業〕 

・ ホッカイドウ競馬を運営する北海道軽種馬振興公社の第49回通常総会が23日､門別競馬場厚生

施設会議室で開かれた｡大鷹理事長(日高町長)は｢令和6年度特別会計の単年度収支については､

当初の計画を大幅に上回る40億9,200万円の黒字になる見込み｡役員､関係者の皆さんの努力の

賜物であり感謝し厚くお礼を申し上げるとともに､競馬事業の発展と安定的な運営に努めたい｣

とあいさつ｡令和6年度のホッカイドウ競馬は4月17日に開幕し､11月7日までの84日間開催した｡

インターネット投票の発売額が堅調に推移し､5年連続500億円台を確保し､過去最高の543億

6,567万円を記録した｡1日当たり平均発売額も過去最高の6億4,721万円となった｡公社が道から

委託及び補助を受け実施した業務の事業費は55億3,500万円｡内訳は競馬事業費30億8,800万円､

管理事業費24億4,700万円｡令和6年度北海道地方競馬特別会計の決算は､単年度収支40億9,200

万円､前年度繰越金2億4,500万円で合計43億3,700万円の黒字となる見込みで使途はきゅう舎な

どの施設整備(基金)30億6,600万円､一般会計繰越金9億4,800万円､令和7年度予算への繰越し3

億2,300万円とした｡ 

・ 道内一の生産量を誇る新冠町特産｢にいかっぷピーマン｣の共選出荷が4日から始まった｡目標販

売額は前年実績より1億6,760万円減の12億8,400万円を計画している｡24年は猛暑により全国的

な不作のなか､販売単価に恵まれ過去最高の14億5,160万円を記録した｡今年の目標出荷量は前年

実績を102㌧下回る2,430㌧を計画している｡4日には､18戸の農家から持ち込まれたピーマン約2

㌧の選果作業が行われ､農協職員5人､パート職員15人の計20人が黙々と作業に当たっていた｡梱

包されたピーマンは､道内市場や関東､中京､関西方面に送られる｡最盛期の7～8月には1日35㌧も

の作業が行われる日もあり､共選出荷は11月上旬まで続く｡新冠町農協は､｢今年のピーマンの生

育は､低温､日照不足などで集出荷が5日ほど遅れている｡道内シェアは､今年も約70％を維持でき

ると見込んでいる｣と順調な生産に期待をかけている｡  

 〔花き栽培〕 

・ 6月の花き出荷実績は､51万本､金額 6,629万円(前年同月 57万本､6,960万円)｡ 

 

 

 

〔公共工事〕 

・ 日高管内の国･道･町発注公共工事の月中請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証請負金額)は､53億 

1,800万円で､前年同月比16億7,100万円増加した｡ 

〔町発注工事・建築確認申請〕（令和7年6月） 

  

  

工 事 件 数 金     額 （百万円） 確認申 
請件数 土 木 建 築 その他 計 土 木 建 築 その他 計 

新ひだか町 2 2 14 18 44 62 363 469 2 
浦 河 町 3 3 9 15 86 33 416 535 3 
様 似 町 3 6 2 11 28 63 14 105 0 
えりも町 1 1 0 2 3 3 0 6 0 
広 尾 町 0 1 5 6 0 4 31 35 0 

計 9 13 30 52 161 165 824 1,150 5 

・ 6月中町発注工事(新ひだか～広尾地区)は 11億 5,000万円となった｡(前年同月 25億 2,400 

 万円)｡工事発注状況をみると､前年同月比では､件数は7件上回り､金額は13億7,400万円下回った｡ 

・ 6月中受付の建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は 5件で､前年を 2件上回った｡ 
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〔木 材〕 

・チップ材の出荷状況(広尾地区)は､数量が453㌧(前年294㌧)で前年比54.1％の増加｡ 

出荷金額は1,080万円(同685万円)で前年比57.7％の増加｡ 

〔製 材〕 

・建材(様似地区)の6月受注は前年同月並み｡プレカット材は受注なく生産を停止している｡ 

 

 

〔卸売業〕 

・ 野菜は､道内産が主体となっている｡日高産のトマトやピーマンも出荷されている｡本州産では､

サツマイモ､ジャガイモ､玉ネギ等｡果物は､道産のメロン､スイカ､サクランボ､本州産のリンゴ

等が出荷されている｡ 

 

〔小売業・飲食業〕 

・日高産品の消費拡大と知名度向上を図る｢ひだかフェア｣が 5月 28日～6月 3日まで､ＪＲ札幌 

駅構内の北海道のアンテナショップ｢北海道どさんこプラザ札幌店｣で開かれ､7日間でほぼ例年 

並みの125万円を売り上げた｡同札幌店でのフェアは9年目｡人通りの多い札幌駅構内の店舗で 

販売することで､観光客や都市部の消費者の反応を探る機会にもなっている｡管内の 22 業者が 

出展し､コンブの加工食品や乳製品､肉製品など91品目を販売した｡対面販売も4業者が行った｡ 

様似町のコンブ加工販売｢ダイシン｣は､今年発売した新商品の｢生こんぶ茶｣を 2 日に対面販売 

した｡試飲した福井市の男性(67)は､｢コンブの味がしっかりしておいしい｣とうなずいた｡同社 

の広田景亮常務は｢新商品を知ってもらいたいと考え､人の多い場所のフェアに出展した｡対面 

販売なら試飲もしてもらえ､反応が直接分かる｣と､手応えを感じた様子だった｡ 

・新ひだか町では､地元産蜂蜜に親しんでもらうイベント｢はちみつを楽しもう｣が 6 月 29 日､新 

ひだか町静内の古川両岸緑地公園で開かれた｡多くの家族連れでにぎわい､採蜜などの貴重な体 

験をした｡1970 年に町内に店を構えた太田養蜂場が､55 年の節目に地元への感謝を込めて初め 

て企画した｡会場には町内の飲食店や静内農業高校が出店｡来場者は蜂蜜を使った飲料や食品を 

楽しんだ｡養蜂業ならではの採蜜やミツロウを使ったキャンドル作り体験も行われた｡ 

 

〔観光・その他〕 

・ 日高自動車道の新冠インターチェンジ(ＩＣ)の 2025 年度開業を機にさらなる観光振興を図ろ 

うと､日高管内の官民が今夏､ＰＲ事業を本格化する｡名所などを巡る 8 月のスタンプラリーを 

皮切りに､完成間近の高速道路上を歩くユニークな｢プレイベント｣も企画｡6月 24日には約 20 

機関･団体が日高振興局に集まって会合を開き､管内7町を挙げた｢オール日高｣で観光を盛り上 

げることを確認した｡事業名は｢優駿日高道！！オールひだか魅力発信キャンペーン｣｡昨年度好 

評だったスタンプラリーは8～10月に規模を拡大して実施する｡新冠町にとどまらず､ほかの管 

内6町も周遊してもらうことが目的｡道の駅や名所などを巡ってもらい､スタンプを集めた人に 

抽選で地元自慢の特産品などを贈る｡プレイベントは､9月28日に開催｡延伸される道路上(新冠 

ＩＣ－大節婦川橋)でのウォーキングや､新冠町内の子供たちに自由に路面にチョークで｢お 

絵かき｣を楽しんでもらうなど､開業後は実現困難な催し中心に行う｡このほか､札幌市内での観 

光物産展や､日高道などに関するパネル展などを順次開催｡テレビの旅番組の誘致などプロモー 

ションにも力を入れる｡ 
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〔管内の倒産〕 

･ 当金庫管内(新冠町～えりも町)の倒産は､0件(前年同月0件)､負債総額ゼロ､(同ゼロ)｡ 

当金庫管内を含む苫小牧管内の倒産は､0件(前年同月1件)､負債総額ゼロ､(同1億200万円)｡ 

〔道内の倒産〕 

･ 北海道の倒産件数は23件(前年同月25件)､負債総額は24億7,900万円(同18億8,800万円)､倒産

件数は前月比1件減少､前年比2件の減少となった｡ 

〔全国の倒産〕 

･ 全国の倒産件数は848件(前年同月820件)､負債総額は1,057億300万円(同1,098億7,900万円)｡

倒産件数は前月比9件減少､前年比で28件の増加となった｡        （東京商工リサーチ） 

〔雇   用〕 

･ 6月の浦河地区の月間有効求人倍率は1.39倍｡前年を0.08ポイント上回り､前月を0.09ポイント 

下回った｡有効求人数は742人で前年比129人の減少､前月比72人の減少となった｡有効求職者数 

は534人で前年比130人の減少､前月比で17人の減少となった｡全道の月間有効求人倍率は0.89 

倍で､前年を0.01ポイント上回り､前月と同水準となった｡ 

 
 
 
 

管内生産馬 中央競馬重賞レース優勝馬 
 

6 / 14    第27回 東京ジャンプステークス（Ｊ・ＧⅢ） 
ジューンベロシティ 号       (浦河町 ヒダカファーム 殿生産） 

 
   6 / 14  第32回 函館スプリントステークス（ＧⅢ） 
         カ ピ リ ナ 号          (新ひだか町 谷岡牧場 殿生産） 
 
   6 / 15  第66回 宝 塚 記 念（ＧⅠ） 
         メイショウタバル 号           (浦河町 三嶋牧場 殿生産） 
 
   6 / 22  第73回 府中牝馬ステークス（ＧⅢ） 
         セキトバイースト 号      （新ひだか町 タイヘイ牧場 殿生産） 
 
   

第67回三石軽種馬1歳馬育成管理品評会(主催・みついし農業協同組合､三石軽種馬生産振 
興会)が6月5日に開催された｡13頭(牡馬6頭､牝馬7頭)が出陳され､新ひだか町内の各牧場を 
巡回する審査方式で行われた｡最優秀賞には､牡馬の部が平野牧場生産の｢ナムラナデシコ 
2024｣(父シニスターミニスター)､牝馬の部は水丸牧場生産の｢ポルケテスエーニョ2024｣(父 
インディチャンプ)が受賞した｡ 

       

第67回三石軽種馬1歳馬育成管理品評会選考結果         (敬称略) 

部 門 賞 馬  名 父 馬 名 出 陳 者 

牡

馬 

最 優 秀 賞 ナムラナデシコ2024 シニスターミニスター 平 野 牧 場 

優  秀  賞 カフェドラペ2024 ウィルテイクチャージ 前田ファーム 

優  良  賞 カルディア2024 デクラレーションオブウォー 築 紫 牧 場 

牝

馬 

最 優 秀 賞 ボルケテスエーニョ2024 インディチャンプ 水 丸 牧 場 

優  秀  賞 レディハピネス2024 サートゥルナ―リア 前 川 勝 春 

優  良  賞 レッドオランジュ2024 チュウワウィザート 城 地 牧 場 

ベストターンドアウト賞 ダイカグラ2024 ニューイヤーズデイ 折 手 牧 場 

みんなで選んだ馬大賞 ナムラナデシコ2024 シニスターミニスター 平 野 牧 場 

 
 （注）調査区域：浦河地区、新ひだか町静内地区及び三石地区、新冠地区、様似地区､えりも地区、広尾地区  

倒産・雇用状況 

その他 
 



６ 

 

《指  標》 

 

 

１ 営業区域の人口・世帯数動向 (令和 7 年 6 月末現在)                 (単位：人) 

町 村 名 
人         口 世         帯 

人    数 前年同月比 前 月 比 世 帯 数 前年同月比 前 月 比 

平 取 町 4,434 -69 10 2,429 1 15 

日 高 町 10,841 -190 4 6,238 -34 2 

新 冠 町 4,972 -111 -7 2,809 -23 -10 

新 ひ だ か 町 19,958 -398 -11 11,275 -63 15 

浦 河 町 11,081 -208 -27 6,634 -6 -16 

様 似 町 3,730 -86 4 2,023 -33 2 

え り も 町 3,964 -131 -3 1,963 -37 0 

日 高 地 区 合 計 58,980 -1,193 -30 33,371 -195 8 

広 尾 町 5,786 -137 -1 3,113 -23 0 

大 樹 町 5,244 -60 -6 2,836 16 -4 

日高･十勝地区合計 70,010 -1,390 -37 39,320 -202 4 

札 幌 市 1,956,160 -903 69 1,121,635 16,682 685 

江 別 市 117,839 -422 40 59,995 193 47 

石 狩 市 57,063 -299 132 28,678 -59 -62 

北 広 島 市 56,296 -374 -61 28,539 123 -37 

恵 庭 市 70,251 -93 -19 36,348 428 0 

千 歳 市 96,988 -693 -87 52,611 113 -57 

石 狩 地 区 合 計 2,354,597 -2,784 74 1,327,806 17,480 576 

苫 小 牧 市 164,690 -1,335 -99 91,645 225 -3 

厚 真 町 4,244 -23 1 2,126 10 -6 

む か わ 町 7,266 -85 28 4,181 58 38 

胆 振 地 区 合 計 176,200 -1,443 -70 97,952 293 29 

営 業 区 域 合 計 2,600,807 -5,617 -33 1,465,078 17,571 609 

        (資料出所:各市町村) 

 

 

２ 労働需給状況(令和7年6月)  

     （単位：人、％） 

 浦 河 職 安 全   道 前 年 同 月 比 前 月 比 

月 間 有 効 求 人 数 742 79,118 -129 65 -72 -1,366 

月 間 有 効 求 職 者 数 534 88,565 -130 -1,450 -17 -1,715 

月 間 有 効 求 人 倍 率 1.39 0.89 0.08 0.01 -0.09 0.00 

                                               (資料出所:北海道労働局) 

 

３ 企業倒産状況(令和7年6月)                                        
（単位：件、百万円） 

 件 数 金     額 前年同月比(件数) 前年同月比(金額) 業      種 地   区 

苫小牧管内 0 0 -1 -102 
  

うち新冠町～えりも町 0 0 0 0 
北 海 道 23 2,479 -2 591   
全   国 848 105,703 28 -4,176   

(資料出所:東京商工リサーチ) 

 



７ 

 

 

 
４ 浦河町・新ひだか町 金融機関預金･貸出金残高(令和7年6月末) 

（単位：百万円、％） 
預          金 貸     出     金 

残 高 前 年 同 月 比 前 月 比 残 高 前 年 同 月 比 前 月 比 

190,446 2.11 0.77 56,961 -0.27 -1.83 

                                  （資料出所:浦河･静内金融協会） 

 

 

５ 町発注工事 (令和7年6月)                         （単位：百万円） 

(資料出所：各町) 
 
 
 

６ 建築確認申請 (令和7年6月) 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

(資料出所：各町) 

 

 

７ 気象情報(札幌管区気象台発表) 

令和7年6月中の気象状況                         (単位：℃、ｍｍ、ｈ) 

 本    年 平年偏差・平年比 平年偏差、平年比は､1991～2020

年の資料から算出された平年値を

使用。気温は当月の平均気温から

平年値を差し引いたもの(平年比)。

降水量､日照時間は当月の降水量･

日照時間の平均を平年値で割り返 

したもの(平年偏差)。 

 気 温 降水量 日照時間 気 温 降水量 日照時間 

浦   河 16.7 88.0 217.6 3.2 91.8 150.1 

広   尾 17.2 57.5 228.3 4.5 38.5 180.2 

                                   (資料出所:国土交通省・気象庁) 

 

 

 6月 累  計 前年同月 前年同月累計 

件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額 

新ひだか町 18 469 30 805 9 269 31 1,167 

浦 河 町 15 535 37 887 18 755 39 1,064 

様 似 町 11 105 30 1,079 9 176 22 451 

え り も 町 2 6 18 250 4 26 17 193 

小 計 46 1,115 115 3,021 40 1,226 109 2,875 

広 尾 町 6 35 25 677 5 1,298 26 1,501 

総 合 計 52 1,150 140 3,698 45 2,524 135 4,376 

 
6月 累 計 前年同月 前年累計 

件 数 件 数 件 数 件 数 

新ひだか町 2 2 1 6 

浦 河 町 3 5 2 6 

様 似 町 0 1 0 2 

え り も 町 0 2 0 1 

小 計 5 10 3 15 

広 尾 町 0 1 0 0 

総 合 計 5 11 3 15 



８ 

 

                        日高振興局からのお知らせ 

 

８月は「北方領土返還要求運動強調月間」です 
～北方領土問題の解決に向け、道民世論の結集を図るため啓発活動を実施します～ 

 

我が国固有の領土である歯舞群島、色丹島、国後島及び択捉島からなる北方四島の早期返還の実

現は、道民はもとより国民の長年にわたる悲願です。 

 本年は、北方領土がロシアに不法占拠されてから８０年となる節目の年にあたり、北方領土問題

に対する関心を高めるとともに、幅広い年代の方々に返還要求運動に参加していただき、国の外交

交渉を積極的に後押しするため、旧ソ連邦が日本に対し宣戦を布告し、北方四島の占拠を開始した

月である８月を「北方領土返還要求運動強調月間」として、重点的に返還要求運動を実施していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お住まいの町役場庁舎でも署名できます！！ 

北方領土返還署名コーナーは、日高管内各町役場庁舎内にも設置されておりますので、御協力をお

願いします。 

 

 

 

 

●主な取組内容 

・北方領土返還要求署名コーナーの設置及びパネル展の実施 

日高振興局内に署名コーナーを設置し、返還要求の署名活動及び北方領土関連のパ

ネル展を実施します。 

期間：令和７年（２０２５年）８月１日（金）～８月３１日（日） 

場所：日高合同庁舎１階エントランスホール（浦河町栄丘東通５６号） 

   

  ・署名キャンペーンの実施 

より多くの署名機会を設け、北方領土に対する理解と関心を深めていただくことを

目的とし、日高振興局職員が各企業・関係団体に対し協力要請を行い、北方領土返還

要求運動強調月間において署名活動を実施します。 

 

 

 

 



 

 
 



 

 
 



 

 
 



 

 

 



 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

ひだかしんきん営業のご案内 

ATM 本   店 〒057-0013 浦河郡浦河町大通 2 丁目 1 番地 2（仮店舗） ☎（0146）22-4111 

ATM 堺 町 支 店 〒057-0034 浦河郡浦河町堺町西 1 丁目 83の 59     ☎（0146）22-5611 

ATM 静 内 支 店 〒056-0016 日高郡新ひだか町静内本町 1 丁目 1 の 15  ☎（0146）42-1531 

ATM 三 石 支 店 〒059-3108 日高郡新ひだか町三石本町 197 の 23    ☎（0146）33-2311 

ATM 様 似 支 店 〒058-0014 様似郡様似町大通 2 丁目 35の 2      ☎（0146）36-2341 

ATM えりも支店 〒058-0204 幌泉郡えりも町字本町 170 の 1       ☎（01466）2-2311 

ATM 広 尾 支 店 〒089-2615 広尾郡広尾町本通 8 丁目 7 の 1       ☎（01558）2-3161 

札 幌 支 店 〒060-0004 札幌市中央区北 4 条西 5 丁目 1―4      ☎（011）200-7070 

 

   

 

ATM 営業時間 平日 8：45～18：00 

※札幌支店を除く各店舗に「ハンドセット搭載機」の ATM が設置されております。 

土曜日 ATM 稼動店：本店(仮店舗)･堺町支店・静内支店・三石支店･様似支店･えりも支店･広尾支店 

土曜日 ATM 営業時間 9：00～17：00 

日曜･祝日 ATM 稼動店：本店(仮店舗)･静内支店 

日曜･祝日 ATM 営業時間 9：00～17：00 

 

店外 ATM 

浦河町役場内 ATM 浦河郡浦河町築地 浦河役場内１階ロビー 

店外 ATM 営業時間 平日 9：00～16：00 

浦河赤十字病院内 ATM 浦河郡浦河町東町 浦河赤十字病院内１階ロビー 

店外 ATM 営業時間 平日 9：00～18：00 

パセオ堺町店内 ATM 浦河郡浦河町堺町 店内フロア 

店外 ATM 営業時間 平日･土曜･日曜・祝日 9：00～19：00 

マックスバリュ静内店内 ATM 日高郡新ひだか町静内木場町 店内フロア 

店外 ATM 営業時間 平日・土曜･日曜・祝日 9：00～19：00 

日高徳洲会病院内 ATM 日高郡新ひだか町静内こうせい町 

店外 ATM 営業時間 平日 9：00～18：00 土曜 9：00～17：00 

※店外 ATM は、全て「ハンドセット搭載機」です。 

※ハンドセット付ＡＴＭ：プッシュボタン付受話器から、音声ガイ 

ダンスにより操作手順をご案内するＡＴＭです。 

 

 

     

          業務部地域貢献課 
             〒057-0013 浦河郡浦河町大通 2丁目 31の 2 

             電話 (0146)22-4100 FAX (0146)22-6106 

             URL http://www.shinkin.co.jp/hidaka/ 

 

大樹生命札幌共同ビル 4 階 

 


